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栄東地区 学校配置検討委員会における協議結果や今後予定される取組について、地域・保護者

の皆さまへご報告するため、それぞれ栄緑小学校、栄東小学校を会場として、以下のとおり、説明会を

開催いたします。 
 

【会場：栄緑小学校】 

▶開催日時  令和７年(2025年)９月 16日 火曜日 18時 30分から（1時間程度） 

▶開催場所  栄緑小学校 体育館（東区北 51条東 10丁目１番１号） 
 

【会場：栄東小学校】 

▶開催日時  令和７年(2025年)９月 17日 水曜日 18時 30分から（1時間程度） 

▶開催場所  栄東小学校 体育館（東区北 46条東 13丁目１番１号） 
 

＜注意事項＞ 

・ 会場は、駐車スペースが限られております。自家用車でのご来校はご遠慮いただけますようご

協力をお願いいたします。 

・ 会場は土足禁止となっておりますので、上履き、靴を入れる袋等をご用意ください。 

・ 学校敷地内は全面禁煙となっておりますので、ご協力をお願いいたします。 

・ 再編新設校の開校時期については、現時点で未定であり、説明会当日も開校までのスケジュー

ルに関する具体的な説明はございません。あらかじめご了承願います。 

・ 説明の内容については、いずれの会場も同一です。 

・ 説明会に関するお問い合わせは、学校ではなく、下記事務局までお寄せください。 

・ 説明会の配布資料及び議事録は、後日、教育委員会のウェブページへ掲載する予定です。 

 
 

令和７年６月 13日（金）、２年にわたる協議の結果を取り

まとめた意見書を、学校配置検討委員会の菊地裕嗣代表委

員から札幌市教育委員会の山根 直樹教育長へ提出してい

ただきました。 

菊地代表委員からは「未来の子どもたちのために一刻も

早く実現してください。」との言葉が述べられ、山根教育長

からは「これまでの熱心なご議論・ご協議に感謝申し上げま

す。意見書の内容を最大限尊重して今後の取組を進めてま

いりたいと思います。」とのお礼の言葉がありました。 

意見書手交式について 

栄東地区 学校配置検討委員会ニュース 

第 10 号（最終号） 

2025 年 8月 発行 

▲手交式の様子 
左：山根 教育長 右：菊地 代表委員 

説明会を開催いたします 

これまでの開催概要は教育委員会のウェブページに掲載しています。 

https://www.city.sapporo.jp/kyoiku/top/tekisei/sakaehigashi.html 

 

https://www.city.sapporo.jp/kyoiku/top/tekisei/sakaehigashi.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

栄東地区 学校配置検討委員会における協議の内容については、以下からご覧いただけます。 

 

 

 

栄東地区 学校配置検討委員会事務局 

▶札幌市教育委員会総務部学校施設課 

（学校配置マネジメント担当） 

▶電話：011-211-3836 FAX：011-211-3837 

▶e-mail：gakkohaichi@city.sapporo.jp 

今後、札幌市と札幌市教育委員会では、施設の設計、工事など再編校の開校
に向けた各種準備を進めてまいります。 

準備・検討状況につきましては、地域・保護者の皆さまに適宜お知らせして
まいります。 

今後のお知らせについて（教育委員会から） 

⚫ 児童の教育環境の向上を図る観点から、現在の栄東小学校敷地

を活用し、栄緑小学校と栄東小学校を再編すること。 

⚫ 再編にあたっては、施設の老朽化の状況を踏まえ、栄東小校舎

を改築し、両校児童が新しい気持ちで通学できるよう十分な配

慮を行うこと。また、札幌市の地域コミュニティ施設の複合化

の方針に基づき、地区会館機能を含む栄東まちづくりセンター

と児童会館を複合化すること。 

⚫ 小学校再編後の通学区域は、現在の２校の通学区域を合わせたものを基本とするが、再編によ

り通学距離が長くなる児童に配慮し、より近い別の小学校があるエリアを含む対象区域（北区

百合が原１～３丁目、東区北 50条・北 51条東５～７丁目）は、再編を契機に通学区域の一部

見直しが行われることを望む。一方で、この区域は「指定変更区域」として設定するなどによ

り、変更後の小学校、再編後の小学校のいずれの学校にも通学できるように配慮すること。 

⚫ 学校再編後は、通学距離が長くなる児童や通学路が変更される児童もいるため、学校や保護

者、地域等は、これまで以上に連携を深め、地域全体の課題として除雪を含めた児童の通学安

全に関する取組を充実させていくこと。 

⚫ 学校再編に向けて、児童や保護者、学校間の交流事業等を推進し、再編後の小学校において児

童や保護者が安心して活動を行える環境を整えること。 

⚫ 再編後の小学校は、両校の特色ある教育内容等に配慮しつつ、未来志向の「新しい学校づくり」

を進めること。再編後の学校名は、別途設置する協議体で検討し、意見書を提出すること。 

⚫ 栄緑小学校の跡活用については、栄緑小学校の閉校時期が見通せた段階において、市役所内部

の公共利用の有無を調査することとし、活用意向がない場合には、地域の意見を十分に聞きな

がら、民間事業者への売却を前提とした活用方法を検討すること。 

 

意見書の概要 

 

さっぽろ市 

02-Ｓ01-25-1721 

R7-2-1206 

 

（補足；お知らせ） 

６月 17 日開催の令和７年第 11 回教育委員会会議にて、事務局からこのた
びの意見書の内容を報告のうえ、取組の推進に関する議案を提出しました。 

その結果、意見書の趣旨を最大限尊重のうえ、取組を進める旨が議決・確認
されました。 

こちらの 
二次元コードより 
ご意見をお寄せ 
いただくことも 
できます。 

意見書の本書 
については、右記 
二次元コードより 
ご覧ください。 
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